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?∀ ∈ ??1????＋1＝??＋?－1????,??,…,???,???,??,…,???? (3)













定義１ １.戦略の組???,???∈ ?× ?が以下の条件を満たすとき，これを部分ゲーム完全?衡
という．
?∀?＝1,2??∀?∈ ??∀???,??∈ ????∈arg max
??∈ ?
??????,??????,??? (5)







定常マルコフ?衡を特徴付けるために以下のような写像??:? ∪?－∞,∞??? ???→? ∪?－∞,


























２ Maskin and Tirole（2001）は，例えば?衡の達成のために必要な情報が少なくてすむといった定常マルコ
フ?衡の望ましい性質を述べている．
３ Stokey and Lucas（1989），THEOREM 4.2，Becker and III（1997），CHAPTER４参照．


































































?∀???? ?＞????? ?? ?＞????? ?? ?＞???
α＋β＞1ならば
?∀???? ?＜????? ?? ?＞????? ?? ?＞???
５ α＋β＝1のとき，(16)の右辺は???,??に等しくなる．
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付録A 定理１の証明
まず次の補題を証明する．





















































































?∈ ?と???,??∈ ?が与えられたとき，これに対して?∈ ?を次のように定める．
???,??＝?????,??





















































































































































































































































































＝1である．???? ???? ?? ??
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